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あいさつ
　令和７年６月改選により、議長の任を務めさせて頂きます小川区出身の下平貢でござい
ます。就任から１ヶ月半余りが過ぎようとしていますが、議長という大任を拝し、その責

任の重さに身の引き締まる思いであります。
　議員定数を12名から10名に削減し、12年ぶりに行なわれた議会議員選挙により、現職８名、新人２名と
いう新しいメンバーでのスタートとなりました。それぞれの候補が掲げた公約を基に、まさに12年ぶりに
住民の方々へ向け自分たちの声を発した選挙ということで、住民の皆様からは様々な反響を頂いたと共
に、住民の皆様からいただいた期待に応える重責を背負っての議会が始まったと感じています。
　議会は、行政のチェック機能をはじめ様々な使命が課せられています。特に、地域づくりの課題解決に
むけた取り組みは重要で、議会としてやるべきことは、課題の抽出と共有を図り、調査を進め、議論を深
め結論（方向性）を導き出していくことに本質があると考えます。議員一人一人の得意分野を充分に発揮
し、住民付託に応えられる議会形成を目指して参ります。
　「議会は何をやっているのかわからない」とよく言われます。議会活動は非常に地味で地道な活動であ
ることから、なかなか住民の皆様に評価して頂く状況というものが見えづらいところです。住民の皆様と
の対話の機会を少しでも多くし住民福祉につなげられる活動に取り組んで参ります。
　住民のお一人おひとりを始め、地域の皆様方との連携を深めながら、地域づくりに励んで参りますので、
一層のご支援、ご指導賜りますようお願い申し上げます。

新人議員が聞きました

８年前になりますが、NPOたかぎの仕事もさせて頂いた関係もあり、当時
から村との関わりもありました。地域の皆様の推薦も頂き、こんな私でも役
に立てるのならということで決心させていただいたことを覚えています。

２期連続の無投票という結果、２期目は欠員の状況であったことから、選挙
戦となったことは良かったと捉えています。候補それぞれの考えを住民の皆
様にお示しできたことは、当たり前のこととはいえ、漸く原点に戻れたのだ
と思っています。

「対話と発信の強化」「機能と
効率化」で議会力を高め、住
民とともに未来を創る議会を
目指します。

練り物、海産物。

最近は 80 年代の歌謡曲にふ
けっています。

議員になろうと思ったきっかけは何ですか？

今回、12年ぶりの村議選の感想をお聞かせください。

議会として一番大切にしたい
ことは何ですか？

好きな食べ物は？

好きな音楽は？

下平議長

下平議長

下平議長

下平議長

松島議員

松島議員

松島議員

松島議員
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　12年ぶりの選挙を終え、定数削減後の10名の議員での新たな議会が発

足した。先に行われた飯田市議選・高森町議選も無投票であった。全国的

に議員のなり手不足が叫ばれる中、喬木村では議会選挙となった。選挙戦

では経験者２名を除く10名が初体験の５日間の選挙戦を展開した。しか

し投票率の低下が選挙の課題として残された。

　議員紹介のページでは、選挙で大変だった事、楽しかった事を各議員が掲載しました。

議会の新体制
職　　名 氏　　名 職　　名 氏　　名
議　　長 下　平　　　貢

社会文教
常任委員会

委 員 長 福　澤　眞理子
副 議 長 佐　藤　文　彦 副委員長 櫻　井　　　登
監査委員 後　藤　章　人 委　　員 中　森　高　茂

予算決算
常任委員会

委 員 長 福　澤　一　成 委　　員 後　藤　章　人
副委員長 小川原　美智穂 委　　員 佐　藤　文　彦

総務産業建設
常任委員会

委 員 長 清　水　和　文

議会運営
委員会

委 員 長 佐　藤　文　彦
副委員長 福　澤　一　成 副委員長 福　澤　眞理子
委　　員 松　島　り　え 委　　員 清　水　和　文
委　　員 小川原　美智穂 委　　員 福　澤　一　成
委　　員 下　平　　　貢 委　　員 下　平　　　貢

議長選挙 下平貢議員・櫻井登議員の２名立候補による選挙
下平貢議長が選出された（下平議員８票・櫻井議員２票）

副議長選挙 佐藤文彦議員 1名のみ立候補のため無投票により選出された

報告第１号 令和７年４月１日付組織改正に伴う関係条例の整理に関する条例の制定

　　⇒　各条例の文言の修正　（生活環境課を建設環境課に改める）

報告第２号 令和６年度村道６号線舗装修繕工事変更請負契約の締結（九十九谷）

　　⇒　変更前約 9,939 万円を約 1億 58万円に変更

報告第３号 喬木村税条例の一部を改正する条例の制定

　　⇒　軽自動車税（原付２輪車）新規基準に伴う改正他　※詳細は住民窓口課にお問い合わせください

報告第４号 喬木村国民保険条例の一部を改正する条例の制定

　　⇒　基礎課税額を 65万円から 66万円に改正

報告第５号～８号 一般会計及び国保・後期高齢者・介護保険３特別会計の補正予算

報告第９号 一般会計予算繰越明許費繰越計算書の報告について

報告第 10号・11号 上下水道事業会計予算繰越計算書の報告について

議案第 27号 喬木村固定資産評価審査委員会の委員の選任につき同意を求めることについて

　　⇒　　中島　強さんを選任　喬木村 1061番地 2	 （任期 R7.6.28 ～ R10.6.27）

議案第 28号 監査委員の選任につき同意を求めることについて

　　⇒　　後藤章人議員を選任　喬木村 896番地 3	 （任期 R7.6.25 ～ R11.6.24）

臨 時 会 審 議 内 容 ６月25日開催６月25日開催令和７年 第１回令和７年 第１回

選挙ポスター掲示板
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下伊那北部ブロック
町村議会提出議案

県道上飯田線の交通アクセス改善について
　県道上飯田線が中央自動車道、リニア長野
県駅（仮称）、三遠南信自動車道を結ぶ大動脈
として機能し、地域の発展に寄与することが
期待されることから、下記事項を提言します。
１　阿島橋架け替えを早期事業化すること。
２　県道上飯田線と座光寺上郷道路との
　　交通アクセスを改善すること。
３　小川・下氏乗間をトンネル化により
　　バイパス整備すること。

総務産業建設常任委員会

❶選挙で訴えたかったこと　　❷選挙費用　　❸選挙で大変だったこと、楽しかったこと

清水和文（１期）

福澤一成（２期）

小川原美智穂（２期）

松島りえ（１期）

下平　貢（３期）

❶繋がりのある明るい地域にす
るための地域教育の充実、遊
休の農地・鳥獣被害対策等に
よる農地保全、三遠南信自動
車道開通・リニア中央新幹線
開通に向けてインフラ整備や
観光資源の開発等を重点的に
取り組む。

❷約 49万円

❸初めての選挙活動で先輩の
方々のご指導を受け、公職選
挙法の改正部分を確認し、選
挙を戦いました。多くの方々の応援が大きな力になり、「が
んばるぞ。」と自分に言い聞かせて、選挙活動を乗り切るこ
とができました。

❶少子高齢化・人口減少は多く
の課題を引き起こしています
が、“美し里喬木村”への愛着
を原点に“希望あふれるむら
づくり”に向け、「つながり」
を土台に未来を語り合い、行
動することが「安心」とのそ
の先に、「希望」に満ちた喬木
村の未来があると信じます。
❷約 40万円
❸初めての辻立ちを行い、選挙カー
で思いを伝えた5日間は大変
だった。しかし、後援会の皆様
や大変多くの方々に応援や励ましをいただき、これからの4 年
間への責任を強く感じることが出来ました。選挙後も「頑張っ
てくれ」の一言が今までにない絆を感じさせてもらっています。

❶喬木村を豊かで魅力的な村に
するために、農家を支援し、
苺以外の第２ブランドを作り、
空き地や耕作放棄地を有効活
用する。

❷約 35万円

❸大変だったこと：5日間朝か
ら晩まで声を出して、体力的
に大変だった。

　楽しかったこと：喬木村の様々
な場所へ行けて、いろんな人
に出会えたこと。そして暖か
いご支援を頂き、感動しました。

❶「喬木らしく住み続けたいと
思う村づくり」や「安心安全
な村づくり」を実現するため
に、『みなさんの声を聞かせて
ください！』みなさんの声を、
村や県、国へつなぐ役割を担
わせていただきたいと訴えて
まいりました。

❷約 23万円

❸お天気が悪く、街頭演説で自分
の思いを伝えることが、なかな
か叶わず大変だったが、５日間
自らがマイクを握り、自分の思いを遊説車から伝えることがで
きて愉しかった。（良かった）

❶人口減少社会において、直面
する地域課題解決への道筋を
つけることと、地域力向上に
向けた取組が急務と捉えてお
り、社会変化に順応した地域
作りを目指すと共に、地域の
枠を超えた互いに補完しあえ
る仕組み作りが必要だと考え
ます。

❷約 30万円

❸３期目への挑戦とはいえ、初の
５日間の運動期間を経験させて
頂きました。公職選挙法に則り、その活動に制約がある中で
の運動ということもあり、広報車での運動が中心でした。短い
期間の中でいかに自分の思いが伝わったのかは疑問が残ると
ころです。

委員長

副委員長
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❶選挙で訴えたかったこと　　❷選挙費用　　❸選挙で大変だったこと、楽しかったこと

社会文教常任委員会
下伊那北部ブロック
町村議会提出議案

公立高校タブレット端末の公費配備
　今年度の県への要望は、高校入学時の負担軽
減がテーマ。高校入学時（公立）は平均30万円
程の学校納入金の他、通学費用等負担がある。
授業に必要なタブレット端末は平均5万円程か
かり、長野県では2022年度から保護者負担と
なっている。全国では23府県が公費で配備さ
れている。公立高校生のタブレット端末の公費
による配備を求める内容で準備をしている。
あわせて、国に支援を求めるよう要望する。

❶◦ 12 年ぶりに選挙が実施さ
れたが、選挙の大切さを改め
て知ってほしかった。
◦学校教育の環境について。
◦人口減少による地域コミュ
ニティーの弱体化について
問題提起したかった。

❷約 43万円

❸選挙で大変だったこと：悪天
候で有権者の皆様に私の思い
が伝わったかどうか不安だっ
たこと。
　楽しかったこと：遊説の車内で休憩中、スタッフと選挙の事・
村政の事について思い切り話せたこと。子ども達が名前を
呼んで手を振ってくれたこと。

❶「産業振興」　雇用の場を作り
「若者の雇用を創出」すること。
　「農業振興」　地域計画の目標
は「10 年後の担い手」。中山
間地の特性を活かした「集落
営農」による村の農業維持と
地域コミュニケーションを図
ること。「個」から「地域」の
経営体を模索し「10年後の担
い手確保」を実現すること。

❷約 15万円

❸選挙運動のすべて。3期目に
して初めての実感。

❶人口減少による縮小社会の中
でも、千載一隅のチャンスを
掴み、持続可能な村づくりを
進め、住民の皆様が住んで良
かったと感じていただける村
であるために、引き続き行財
政運営の監視・提言に取り組
むこと。

❷約 20万円

❸若い世代中心の後援会組織
だった為、日中の選挙活動（遊
説など）の人員確保に苦慮し
た。ＳＮＳの活用や朝の辻立ちなど、今までにない活動の
提案をいただき、スタッフ全員で「今できる事」に楽しく
取り組めた。

❶少子高齢化・人口減少が加速
する中で、また、激変する国
際情勢下で、何気ない平穏な
毎日が幸せであると感じられ
るために公約を掲げ取り組ん
でいくこと。（新たな地域づく
り）

❷約 54万円

❸楽しかった事：運動員の皆さ
んと遊説中に過ごした休憩時
間（田舎道・城山公園・さく
らんぼ園・ラベンダ―園・く
りん草園など）

❶医療・介護に 40 年間携わっ
てきました。在宅の介護で両
親を見送り、今は子育て応援
です。子どもから高齢期まで、
誰もが生き生きと元気に暮ら
すため、みなさんの願い実現
に力を尽くします。ご一緒に
力を合わせましょう。

❷約 17万円
❸事務所探し。「まり子さんは全
国区だから大丈夫」と言われ、
体制つくりに不安を感じたこ
と。一方、支援者の方との繋
がりで地域を回る中、具体的なご要望もお聞きできたこと。
今まで関りのなかった大勢の方とお話できたことはうれし
く、楽しく、新しい繋がりができ、これからの楽しみでも
ある。

後藤章人（４期） 佐藤文彦（３期）

櫻井　登（３期） 中森高茂（４期）

福澤眞理子（３期）委員長

副委員長
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安
あびらちょう

平町視察
Q　視察の目的は何か。
A　安平町は子育て・教育を中心とした町づくりを推進して
おり、３年連続で社会人口増を果たしている。早来（は
やきた）学園は、地域の
共用エリア・学校の専用エ
リア・開放のエリアなど、
こどもと大人を分けない学
校運営を実践し先進性が高
い。教育委員会、企画財政
課５名で視察を予定。

受領委任払いの導入
Q　昨年12月定例会において、介護保険住宅改修・福祉用具

の購入の受領委任払いの導入について質問をしたが、そ
の後どのような状況か。

A　北部町村では、介護保険住宅改修事業者・福祉用具の貸
し出し事業者が受領委任払いについて対応していただけ
れば進める方向で打合せ中、決定はしていない状況。

こども誰でも通園制度
Q　現状の一時預かりと来年度からの国の「こども誰でも通

園制度」とは目的が違うと聞く。村の考えは。
A　通園制度の詳細が国から示されていないが、現在の喬木
村で行っている、こ
ども家庭センターと
保育園での２か所の
一時預かりとはほぼ
同様と考えている
が、詳細が示されて
から村として考える。

第二小６年生が傍聴に
来てくれました

予算決算常任委員会 委員長　福　澤　一　成

　令和７年第２回定例会において本委員会に付託された議案は第33号一般会計補正予算、第34号水道事業会計
補正予算、第35号下水道事業会計補正予算の３議案。7月16日午後１時30分から予算決算常任委員会を開催し
審査を行った。５件の質疑があり、討論はなく、本委員会としては可決すべきものと決定した。

令和７年７月７日に開会された第2回喬木村議会定例会において下記議案をすべて可決した。
（議案第29号～32号は開会日、議案第36号は閉会日追加議案）

議案第 29号 喬木村議会議員及び喬木村長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例
の制定

公職選挙法施行令の一部改正に伴い、選挙公営の限度額の引き上げを行うため。
　　⇒　選挙ビラ　　　現行１枚当たりの作成単価７円７３銭を、８円３８銭に改正
　　⇒　選挙ポスター　現行１枚当たりの作成単価５４１円３１銭を、５８６円８８銭に改正

議案第 30号 特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定

国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律の一部改正に伴い、選挙長等の費用弁償額の引き上げを行うため
　　⇒　選挙長・投票管理者・期日前投票所の投票管理者・開票管理者・投票立会人
　　　　期日前投票所の投票立会人・開票立会人・選挙立会人

議案第 31･32 号 喬木村水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定
喬木村下水道条例の一部を改正する条例の制定

災害その他非常の場合に、他の水道事業者（自治体）が指定した給排水工事事業者による給排水工事の実施を可能にすることで、
宅内配管の復旧に対応する業者を確保する必要があるため

議案第 36号 財産の取得（業務用パソコン購入事業）

職員の使用している庁内ネットワーク接続用パソコンを更新（2025年 10月にWindows10 のサポートが終了するため）する
ことにより、安全かつ効率的な業務を継続するため
　　⇒　ノートパソコン（Dynabook）　90台（付属品・設定含む）
　　⇒　契約金額　1,386 万円

定 例 会 審 議 内 容令和７年 第２回 喬木村議会令和７年 第２回 喬木村議会

早来学園の様子

たかぎ保育園

予算決算
委員会は
何をして
いるの？

どんな
人たちが
並んで
いるの？

議会って
年に何回
するの？
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質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質質
般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般般
一一一一一一一一一一一一一
般
質
問

清　水　和　文　議員

市瀬村政３期目の残り６ヶ月
の重点施策は何か

住民が一丸となって、地域づくりを一緒に取り組
んで頂く姿勢を作って行く事が何よりも大事だと

思っており、予算の実行はもちろん、これから先の村
のあり方をしっかり問いかける６ヶ月にしたいと思っ
ている。住民の皆さんが安心して暮らせる社会を作っ
ていくことが、行政に与えられた最大の使命だと肝に
銘じて、残りの任期をしっかり努めて参りたい。
■村として、阿島傘の製作拠点について

①看護師の確保に苦慮している事業支所が多い。
現時点では介護従事者の不足によるサービスの縮

小や廃止に至ってはいない。従事者確保は重要な課題
と認識している。
②県が実施している信州介護人材誘致・定着事業、介
護職員研修受講支援事業がある。県の制度を周知し、
資格を取得していただきたい。
■介護用品支給事業において対象者の拡充について

残りの任期６ヵ月、何を重点的に取り組んで
いくのか

①村内介護事業所の従事者の状況
②資格取得にかかる費用の一部を助成するこ
とで村内事業所人材確保への支援は

Ｑ Ｑ
Ａ

Ａ

全国で緊急点検が行われ、元年度で13箇所のた
め池点検を実施、修繕必要が１箇所、経過観察が

３箇所の状況。県に届け出済み。修繕が必要な１箇所、
２年度県単緊急農地防災事業で対応済み。住宅に影
響が想定される防災上重点2箇所は「ため池ハザード
マップ」を作成済み。調査以降、用途廃止なし。
■村単農業用施設等整備補助金の活用について
■受益者負担の助成制度について

農業用ため池の防災対策、
保全対応について

①農業用ため池について調査や届出状況及び
危険個所へ対応②ため池ハザードマップの作
成③用途廃止の現況調査は

Ｑ

Ａ

村内介護事業者の人材確保
への支援は。助成の提案

福　澤　眞理子　議員

村では、旧耐震基準の木造住宅に無料の耐震
診断と最大 115 万円の改修補助を行っている。

耐震シェルターは現状補助対象外ですが、居室の
空間確保により倒壊被害の犠牲を回避すること等
の有効性を踏まえ、各世帯の経済状況に見合った
耐震対策が可能となるよう財政支援制度創設を国・
県に要望中です。
■水害時に避難情報を簡単でリアルタイムに活用
できる画像表示について

住宅用耐震シェルター導入
の推進について

住宅用耐震シェルターは命を守る現実的な対
策であり、導入の推進が必要ではないかＱ

Ａ

小川原　美智穂　議員

福　澤　一　成　議員
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議 会 日 誌
５月
８日　全員協議会・議員全員協議会
２１日　議会モニター懇談会
６月
１０日　村議選告示
１５日　村議選開票
２５日　令和７年第１回議会臨時会
７月
７日　令和７年第２回議会定例会開会
　　　全員協議会・議員全員協議会
１４日　長野県町村議長会議員研修会
１６日　本会議（一般質問）
　　　各常任委員会
２３日　本会議（閉会）
　　　議員全員協議会

８月
５日　議員全員協議会
８日　下伊那北部町村議会議員研修
１５日　令和７年第２回議会臨時会
今後の予定
９月
４日㈭　令和７年第３回議会定例会開会
　　　　全員協議会・議員全員協議会
１０日㈬　本会議（一般質問）
　　　　各常任委員会
１１日㈭　予算決算常任委員会
１６日㈫　議会モニター懇談会
１７日㈬　本会議（閉会）
　　　　議員全員協議会
10月
２日㈭　第１回議員と語ろう会

　
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
よ

う
に
、改
選
後
の
新
し
い
組

織
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
私
た
ち
広
報
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
も
入
れ
替
わ
り
、今

ま
で
の
読
み
や
す
い
議
会
便

り
を
継
承
し
な
が
ら
、一人
で

も
多
く
の
住
民
の
皆
様
に
お

読
み
い
た
だ
け
る
よ
う
、委

員
全
員
で
自
由
闊
達
な
意
見

交
換
し
な
が
ら
、「
読
み
た
く

な
る
議
会
便
り
」を
目
指
し

て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
皆
様
の
意
見
要
望
等
お
寄

せ
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
中
森
高
茂
）

広
報
委
員
会

委
員
長
　
中
森
　
高
茂

副
委
員
長
　
福
澤
　
一
成

委
　
員
　
松
島
　
り
え

委
　
員
　
櫻
井
　
　
登

委
　
員
　
佐
藤
　
文
彦

前号までの
議会だよりは
こちらから

➡
喬木村

ホームページ

ちいき本棚

　高校卒業後専門学校に通うため、地元を離れ横
浜に行きました。その後就職して32歳まで関東近
郊で暮らしていました。10年前に喬木村に住むこ

とになりました。帰ってきた時から飲食店を開業したいと思っていました。
村内初のイタリアンレストランとして、アンティトワークを昨年12月９日に
オープンすることができました。早くも９か月が過ぎようとしています。
　当初お客様に来店いただけるか不安を抱えながら準備をしていた頃が懐か
しく感じます。
　オープンしてからは、今までの人生で味わったことのない貴重な経験をす
ることができました。ランチはリーズナブルな価格帯でパスタランチとピッ
ツァランチ各３種類を、ランチコースもあり価格・ボリュームともに満足い
ただけると思います。ディナー帯は宴会できるイタリアンをコンセプトに、
最大収容人数30名の宴会にも対応できます。イタリア・フランス産の小麦粉
をブレンドして、ピザ生地を仕込み、400度のピザ窯で焼き上げるナポリピッ
ツァが当店一のおすすめ品です。皆様にささえられておりますことに感謝い
たします。ご来店をお待ちしております。

伊太利亜食堂 アンティ
トワーク

シェフの前島和弘さん

伊太利亜食堂 Anti' Towarc 〜
　住　所：喬木村874-4
　ＴＥＬ：0265-48-6239
　定休日：火曜日


